













































	 6～8 週齢のオス Sprague-Dawley ラットからアキレス腱を周囲膜とともに切離し，コラゲ
ナーゼ処理を行い周囲膜と腱実質からそれぞれ別々に細胞を単離し，TDCs および PDCs とし
て継代培養した(Mienaltowski	et	al.,2013).	Passage2 の TDCs，PDCs に対する評価として，
scleraxis	(Scx),	tenomodulin	(Tnmd),	sex	determining	region	Y-box9	(Sox9),	vascular	
endothelial	growth	factor	A	(VEGF)	の mRNA をリアルタイム PCR 法で測定した.	また，
同種のラットから心臓採血し，2 回遠心法にて PRP を作成し，その血小板濃度を粒子測定装




ち 24 時間での遊走能を評価した.	増殖の評価は Cell	Counting	Kit-8	(CCK-8,	Dojindo,	
Kumamoto,	Japan)を用い，培地交換後，１，２，3 日での細胞増殖を吸光度で評価した.	分
化の評価として，まず細胞を 4 日間培養してコンフルエントとしたのち，培地をコントロ
ール群と PRP 群に交換し，3 日後の Scx,	Tnmd,	collagen	type	I	alpha	1	(Col1a1),	collagen	
type	III	alpha	1	(Col3a1),	VEGF の mRNA をリアルタイム PCR 法で測定した.		
	
3.結果	
	 Passage	2 の TDCs と PDCs の遺伝子発現を比較すると，Scx と Sox9 の発現には有意差が
なかったが，Tnmd の発現は TDCs で有意に高く(P<0.05)，VEGF の発現は PDCs で有意に高か
った(P<0.05).	PRP 中の血小板濃度は全血の平均 3.3 倍であり，過去に報告されている濃度
とほぼ同等であった.	細胞遊走能は TDCs，PDCs いずれにおいても PRP 投与群で有意に増加
した（相対比は TDCs で 1.3 倍，PDCs で 1.4 倍,	P<0.05）.	細胞増殖能も TDCs，PDCs いず
れにおいてもPRP投与群で有意に増加した（相対比はTDCsで2.8倍，PDCsで2.2倍,	P<0.05）.	
Scx の発現は PDCs において PRP 群で有意に増加した(相対比 2.0 倍,	P<0.05).	Tnmd の発現
は TDCs，PDCs いずれにおいても PRP 投与群で有意に減少した（相対比は TDCs で 0.06 倍，
PDCs で 0.11 倍,	P<0.05）.	Col1a1 の発現は TDCs，PDCs いずれにおいても PRP 投与群で有
意に増加した（相対比は TDCs で 5.5 倍，PDCs で 5.3 倍,	P<0.05）.	VEGF の発現は TDCs，










	 本研究において，PRP は TDCs だけではなく PDCs の遊走・増殖・コラーゲン合成を促進し
た.	これは TDCs に対する過去の報告(de	Mos	et	al.,2008;	Giusti	et	al.,2014)と矛盾し
ない.	本研究では，PDCs において，PRP が Scx の発現を促進した.	TDCs は PDCs よりも Scx
を高く発現したとの過去の報告があるが，本研究で FBS10%培地での培養では TDCs と PDCs
の Scx 発現に差を認めなかった.	しかし，FBS2%培地での培養との比較において，PDCs の方
が TDCs に比べ，PRP 投与による Scx の発現増加が大きかった.	すなわち，PDCs が Scx を発
現するためには十分な成長因子が必要であり，PRP にはそれを補う効果があると考えられた.	
このことから，PRP が腱損傷治癒の初期に PDCs を介して有効に作用する可能性が示唆され
た.		


















	 本研究は，PRP の PDCs に対する効果に焦点を当てた最初の研究である.	PRP は PDCs の遊
走，増殖と Scx の発現を促進した.	PRP はまた，血管新生因子である VEGF の発現を促進し
た.	これらの結果は，PRP が PDCs を介して腱損傷治癒の初期過程に有効に作用する可能性
を示唆した.		
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